
はじめに 

 

 本書は、私のブログ「小閑雑感」上の 2007 年７月から 10 月までの 81 篇

の文章をまとめたものである。前著の『Part 10』に比べ１篇多いが、ページ

数は約 25 ページ少ない。ということは、平均して１篇の文章が短くなったと

いうことである。この主な理由は、動画の活用である。前著がカバーする期間

でもすでに数篇の動画を使ったが、今回は４カ月で 14 日分 15 本の動画をブ

ログ上では紹介した。単行本ではそれらをご覧に入れることができないが、動

画サイトの場所（URL）を脚注に示しているので、インターネットを使える読

者は参照されたい。動画の中には、私が生長の家講習会で講話をしているもの

が数篇あって、これはプロの絵作りによるものだが、それ以外は私自身がデジ

カメで撮ったものだ。あまり上手とは言えない点は、ご容赦いただきたい。 

 

 本シリーズの中でも本書『Part 11』の特徴は、イスラームについての記述

が多いことだろう。これは、2007 年８月にニューヨーク市郊外で行われた生

長の家教修会で、イスラームがテーマとされたことが大きな原因である。その

時の私の英語の講話とほぼ同じ内容の文章が、「イスラームと生長の家」という

題で８篇含まれる。また、この講話の準備段階で書いた「イスラームにおける

多様と寛容」という文章が４篇ある。これに加えて、前巻に収録した「イスラ

ームの理性主義」という４篇の文章を読んでいただけば、日本において報道さ

れていないイスラームの尊敬すべき側面、また生長の家の教義と共通性のある

部分について理解を深めていただけると思う。 

  

 宗教に関しては、本書はイスラームだけを取り上げているわけではない。「迷

いはどこから来る？」という題の文章が７篇あるし、「奇蹟について」は４篇、

「“偶然はない”ということ」は３篇、「悪は幻である」は２篇含まれるほか、「宗

教と政治」「念力の可能性」「宗教の必要性」などについても書いている。この

中の多くは、拙著『太陽はいつも輝いている－－私の日時計主義実験録』（生長

の家刊）の第５章に、若干編集を加えて収録されている。また、“トンデモ科学”

と呼ばれるものについても書いた。これは一見、科学的なスタイルをしたある

種の理論に関するものだ。しかし、これは科学ではなく、一種の信仰であるこ

とが多いのだが、信仰者はとかくそれを無批判に受け入れがちだ。その危険性

を「トンデモ科学にご用心」という２回の文章で指摘している。 

 

 宗教や哲学に関する文章が大幅に増えたのにともない、地球環境問題に関す

る記述が減った。しかし、これについては、10 月 13 日付で書いたように、元



アメリカ副大統領のアル・ゴア氏と国連の気候変動に関する政府間パネル（Ｉ

ＰＣＣ）がこの年のノーベル平和賞を受賞したことを境に、全世界的に意識が

高まり、産業界を含めて「真面目に解決に努力する」という大体の合意ができ

たように思う。あとは、そのための方法と努力の程度について見解の相違が残

っている。日本の産業界は、「できるだけゆっくりと、穏便に」と考えているよ

うだが、私は「可及的速やかに、抜本的に」自然エネルギー重視の低炭素社会

への移行を提唱している。この違いは大きいのだが、専門的になりがちなので、

一般向けのブログには書きにくい。 

 

 今回の時期に起こった重要な出来事は、10 月５日付で書いているように「北

極の海氷が最小になった」ことであり、この年の氷の減少率がここ数十年間の

平均値を大幅に超えていることだ。専門家の中には、今年（2008 年）の９月

には北極海から氷が消えると予測している人もいて、そうなると温暖化のスピ

ードは加速する可能性が大きい。本書が出てまもなく、その予測の当否が判明

するだろう。今年７月 25 日付の『朝日新聞』が伝えるところでは、現在の地

球表面の二酸化炭素の濃度は、過去 80 万年間の最高値よりさらに３割増のレ

ベルにあるという。これは、欧州 10 カ国が運営する南極のドームＣ基地で、

大陸の氷床を深く掘り進み、深さ 3190 メートルまでの氷の組成を解析したこ

とによって分かったらしい。この解析では、過去最低の濃度は約 67 万年前の

172ppm で、最高値は約 34 万年前の 300ppm だったという。つまり、現在

の大気中のＣＯ2 濃度は、人類（ホモ・サピエンス・サピエンス）がかつて経

験したことがない異常レベルにあるのである。 

 

 地球温暖化は、（人類にとって）巨大で複雑な地球全体の気候システムが「温

暖化」へ向っていく現象だから、個人や１国の努力だけではどうにもならない

側面をもっている。が、逆に、少しでも多くの個人と国家が温暖化抑制の方向

に動かなければ、止められない現象である。また、現在の気候システムには「引

き返せない地点」（a point of no return）があると言われていて、その地点ま

で温暖化が進めばシステム全体が従来とは変質してしまい、もとへもどれなく

なると考えられている。これを譬えれば「滝に向かって進む船」のようなもの

だ。滝から反れるために舵を切るのでは、間に合わないかもしれないのだ。船

の速度が速く、滝の流れが急激であれば、落下から免れる唯一の方法は、左や

右へ「舵を切る」のではなく、船を逆行させることだ。そのためには船全体に

負担がかかり、転倒したり、マストから落下して犠牲者が出るかもしれない。

しかし、船全体と乗組員の大多数は助かるのである。 

  



 これに対して、日本の政界や産業界の多くの人々は、「目の前に滝はない」と

考えているように見受けられる。だから、従来の方向から舵を徐々に切り続け

ていれば、結局、逆方向へ船を向かわせることができると考え、インクレメン

タリズム（＝incrementalism、徐々に物事を変えていく方法）を主唱するので

ある。船長としては、これは大変危険な賭けであり、無責任な判断ではないか。

もしその方が「犠牲が少ない」と考えるのであれば、“滝”までの距離と船と水

流の速度をきちんと計算しているかどうかを、私は問いたい。そんなことより

も、次の選挙での票数を計算している政治家の方が多いとしたら、民主主義は

人類を“滝壺”へ突き落とすことになるだろう。 

  

 さて、最後に私的なことを１つ－－本書がカバーする期間で新しいことが１

つあった。それは、私の執筆道具であるノートパソコンを新調したことだ。そ

の際に、思いきって「タブレットＰＣ」という機種に替えた。これは、画面を

直接ペンで触れてパソコンが操作できるもので、私はこの機能を使って絵を描

きたいと思っていたのである。つまり、画面をペンでこするだけで、スケッチ

ブックも、筆も、絵具も持ち歩かずに“よい絵”が描けるかもしれないなどと

夢想していた。それで実際にパソコンだけで描いた絵が何点か、本書の 10 月

以降には収録されている。しかし、一見していただけば分かるように、必ずし

も“よい絵”にはなっていない。確かに練習不足という面もあるだろうが、機

械の液晶画面にペンを走らせるだけでは、絵を描くという行為に含まれていた

「何か」が足りないのである。ということで、本書以降、私の新ＰＣは絵描き

の道具としては、あまり使われていない。 

  

 2008 年７月 27 日 

                         谷口 雅宣 拝 
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